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１ 現状 

  消防隊員が、災害現場で活用する消防・救急資器材は、年々、改

良・開発が進められ、安全性及び操作性の向上が図られている。 

しかし、持ち手となる部分はプラスチック製や木製といった滑り

やすい素材のものが多く、とび口を使った破壊作業や掛矢を振り下

ろし打ち付ける作業の際は滑らないよう常に強い力で握る必要があ

り、長時間使用すると手の負担が大きく、作業効率の低下につなが

る。さらに、厚手の消防活動用手袋を着装した作業や雨天時の作業

では、さらに滑りやすくなるため、事故の発生する危険性が非常に

高まる。 

 

２ 問題点 

なぜ、資器材に滑り止めのグリップが装着されていないのか。 

代表的なグリップとして、筒状のゴムグリップを差し込むタイプ

やテープグリップを貼り付けるタイプが考えられるが、次のような

問題点が挙げられる。 

⑴ 資器材を持つ位置が限定されてしまう。 

⑵ 交換に手間と費用がかかる。 

⑶ 各種資器材分のグリップが必要になる。 

⑷ 常時車両に積載すると、雨ざらし又は夏場の高温により劣化し

やすくなる。 

 

３ 開発した器具の概要 

  取り外しができ、各種資器材に取り付け可能なグリップを考案、
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開発した。 

  内径２５ｍｍの型崩れしにくいゴムホースを長さ１５ｃｍ、３巻

きのらせん状に形成することにより、上記の問題点を解消すること

ができた。（写真１参照） 

 

４ 効果 

⑴ グリップの設定は、持ち手となる部分に巻き付ける動作のみで

簡単に取り付けることができる。（写真２～４参照） 

⑵ ゴムの摩擦力で設定した位置からずれない。 

   グリップ及び資器材の持ち手部分に、水をかけながらグリップ

を設定し、１０ｋｇのウエイトを吊るしても、設定位置からずれ

ない。（写真５参照） 

⑶ グリップの凸部分が指に引っ掛かることにより、厚手の消防活

動用手袋を着装していても滑りにくく、力が伝わりやすい。（写真

６参照） 

⑷ 持ち手の太さは２５ｍｍから５０ｍｍまで対応でき、湾曲して

いる持ち手であっても設定することができる。（写真７～１０参照） 

⑸ グリップを縮ませ、円周を広げることで摩擦抵抗が減り、簡単

にスライドさせることができるため、取り外すことなく、持ち手

の位置を自由に再設定できる。（写真１１～１３参照） 

⑹ グリップは、軽量かつコンパクトであるため防火服等のポケッ

トに入れておくことができ、必要な時に取り出せる。 

 

５ 作成方法 

グリップの長さが１５ｃｍ（成人男性の手幅を１０ｃｍと考え、

両端に２．５ｃｍの余剰を加えたもの）となるように、長さ４５ｃｍ、

幅２．５ｃｍのテープを３巻きのらせん状に貼り付け、テープ以外の

箇所を切り抜き、面取りをするだけという大変シンプルな作成方法

となっている。 

作成に要する時間は４０分程度で、費用は１本あたり２００円と
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非常に安価である。（写真１４、１５参照） 

また、蓄光塗料をグリップ表面に塗装することで、災害現場が夜

間のように暗い場合でも、グリップの視認性が良くなり、持ち手の

位置や資器材を置いた場所が把握しやすくなる。（写真１６、１７参

照） 

なお、塗装した場合でも滑り止め効果が低下することはない。 

 

６ グリップの滑り止め効果の検証 

⑴ 握力測定 

消防職員４名で、素手の状態と厚手の消防活動用手袋を着装し

た状態で握力測定を行う。 

結果は、厚手の消防活動用手袋を着装すると全員の握力が約１

５ｋｇ減少した。（表１参照） 

⑵ 滑り止め効果の測定 

   柄が木製のとび口を縦に吊るし、厚手の消防活動用手袋を着装

した状態で、グリップがある場合とない場合のぶら下がり時間を

測定し、滑り止め効果の検証をする。 

   結果は、グリップありの方が、全員のぶら下がり時間が約３倍

長くなった。（表２参照） 

⑶ 結論 

   上記⑴、⑵の検証結果から、厚手の消防活動用手袋を着装する

と握力が減少することで滑りやすくなり、事故の発生する危険性

が高まる。そこで、グリップを設定することで、滑り止め効果に

より、握力の減少を補うことができるため、事故の発生する危険

性が減少すると考える。 

 

７ その他の使用方法について 

⑴ ターポリン担架（写真１８、１９参照） 

   傷病者の搬送時、持ち手部分が隊員の手に食い込み、階段や長

距離の搬送には痛みを伴っていたが、グリップが手の保護となり、
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痛みを軽減することができる。 

⑵ グリップを活用したプライバシー保護シート（写真２０～２２

参照） 

   グリップ４本、とび口２本及びブルーシートの四隅にＰＰロー

プを取り付けた資器材を使用すると、ブルーシートをとび口に取

り付けることができ、傷病者へのプライバシー保護シートが作成

できる。このプライバシー保護シートは、片手で保持できるため、

安全性の向上及び隊員の負担を軽減できる。 

 また、現場近くに消火栓などの標柱があれば、１人でも作成可

能である。 

 

８ おわりに 

  災害現場において、各種資器材を有効に活用し、安全・確実・迅

速な活動を行うことは消防職員としての責務であり、厳しい環境下

でも同様の効果を発揮しなければならない。 

  このような状況において、資器材を有効に活用するためには、隊

員と資器材を唯一つなげる持ち手部分を強化することが有用であり、

今回開発したグリップを装着することで、資器材個々の性能を十分

に発揮することができ、隊員の疲労軽減を可能にした。 

  私たちが開発したグリップが、災害現場で活動する隊員の一助と

なることを期待する。 
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写真１ 

 

 

※グリップが透明で視認しにくいため、写真２からのグリップを青く塗装する 

 

【グリップ設定方法】  
写真２（手順１）        写真３（手順２）  

    

 
写真４（手順３）  

 

①① ②② ③③ 

長長ささ：：１１５５ｃｃｍｍ 

【グリップ】  
・長さ：１５ｃｍ  
・形状：らせん状（３巻き）  
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写真５  

 

 

写真６  

 

 
写真７               写真８  

    
 

 

 
・グリップの凸部分が指に引

っ掛かることにより、厚手の

消防活動用手袋を着装してい

ても滑りにくく、力が伝わり

やすい  
 

 
・グリップ及び資器材の持

ち手部分に、水をかけなが

らグリップを設定し、１０

ｋｇのウエイトを吊るして

もずれない  

【とび口】プラスチック製、円形  
持ち手直径３０ｍｍ  

【掛矢】木製、楕円形  
持ち手直径３５ｍｍ  
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写真９              写真１０  

    
【ストライカー】金属製、円形 【スクープストレッチャー】 

持ち手直径５０ｍｍ      プラスチック製、持ち手が湾曲 

 

 

【グリップ再設定方法】  
写真１１（手順１）        写真１２（手順２）  

    
 

写真１３（手順３）  

 

手順１：グリップを縮ませる  
手順２：再設定したい位置まで、

スライドさせる  
手順３：グリップを絞り、固定さ

せる  
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写真１４ 

 

 

写真１５  

 
 

写真１６             写真１７  

    
【蓄光グリップ】グリップの視認性が良くなり、持ち手の位置や資器

材を置いた場所が把握しやすくなる  

【グリップ作成方法】  
①長さ４５ｃｍ、幅２．５ｃｍ

のテープをらせん状に貼り付

ける  
②テープ以外の箇所を切り抜

き、面取りをして完成  
 
・作成時間：４０分程度  
・費  用：２００円  

型崩れしにくいゴムホース  
（内径２５ｍｍ）  
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表１ 検証結果表（握力測定）  

 素 手  手袋あり  検証結果  

消防職員Ａ  ４８ｋｇ  ３４ｋｇ  －１４ｋｇ  

消防職員Ｂ  ６１ｋｇ  ４７ｋｇ  －１４ｋｇ  

消防職員Ｃ  ６４ｋｇ  ４９ｋｇ  －１５ｋｇ  

消防職員Ｄ  ７４ｋｇ  ５６ｋｇ  －１８ｋｇ  

平 均  約６２ｋｇ  約４７ｋｇ  約－１５ｋｇ  

※手袋…厚手の消防活動用手袋  
表２ 検証結果表（滑り止め効果の測定）  

 
写真１８            写真１９  

    
【ターポリン担架】グリップが手の保護となり、痛みを軽減すること

ができる  

 グリップなし  グリップあり  検証結果  

消防職員Ａ  ９秒  ４３秒  ＋３４秒  

消防職員Ｂ  １０秒  ４８秒  ＋３８秒  

消防職員Ｃ  ２３秒  ５５秒  ＋３２秒  

消防職員Ｄ  ２５秒  ７２秒  ＋４７秒  

平 均  約１７秒  約５５秒  約＋３８秒  
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【プライバシー保護シート】  
写真２０  

 
 

写真２１  
 
 
 
 
 
 
 

 
 

写真２２  
 

【設定方法】  
・とび口２本の両端にグリッ

プを設定し、各グリップの二

巻き目部分に、ＰＰロープを

二重に巻き付ける  
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